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１
．
平
成
26
年
度
予
算
に
つ
い
て

Q　

他
の
自
治
体
で
は
、
首
町
の
選
挙
が

行
わ
れ
る
年
の
予
算
は
骨
格
予
算
と
す
る
と

こ
ろ
も
多
く
あ
る
。
今
年
は
区
長
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
組
織
を
変

更
し
、
予
算
措
置
も
し
て
し
ま
う
の
は
行
政

の
私
物
化
と
み
ら
れ
か
ね
な
い
。
選
挙
を
迎

え
る
自
治
体
と
し
て
、
な
ぜ
施
策
的
な
も
の

は
含
め
な
い
骨
格
予
算
で
は
な
く
本
格
予
算

を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

A　

骨
格
予
算
の
編
成
で
は
、
事
業
の
一

時
的
な
停
滞
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
継
続

性
を
持
っ
て
着
実
に
予
算
を
編
成
す
る
こ

と
が
、
区
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
事
業
を

滞
る
こ
と
な
く
、
計
画
的
・
安
定
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
る
。

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て

民
主
党
議
員
団
を
代
表
し
て
総
括
質
疑
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
．
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

Q　

弥
生
町
6
丁
目
用
地
の
整
備
で
は
大

規
模
公
園
の
他
、
清
掃
車
庫
を
新
た
に
設

置
す
る
と
の
方
針
。
南
部
地
域
の
住
民
は
、

中
野
駅
周
辺
再
開
発
の
恩
恵
を
ほ
と
ん
ど

受
け
て
い
な
い
。
中
野
駅
周
辺
の
再
開
発

が
遅
れ
る
か
ら
弥
生
町
6
丁
目
へ
の
清
掃

車
庫
の
移
転
を
認
め
ろ
と
言
わ
れ
て
も
、

納
得
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
近
隣

住
民
へ
は
し
っ
か
り
と
丁
寧
に
対
応
す
べ

き
で
は
。

A　

今
後
の
計
画
の
進
捗
状
況
に
応
じ
、

近
隣
住
民
へ
の
情
報
提
供
や
説
明
、
意
見

交
換
の
場
を
設
け
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
丁
寧
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Q　

南
部
地
域
は
公
園
面
積
が
少
な
い
た

め
、
公
園
整
備
は
歓
迎
す
る
が
、
一
方
東

中
野
4
・
5
丁
目
地
域
で
は
さ
ら
に
少
な

い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
東
中
野
小
学
校
跡

地
を
売
却
す
る
矛
盾
も
出
て
い
る
。

　

急
に
公
園
整
備
の
方
針
を
出
し
、
一
方

売
却
を
し
な
い
と
言
っ
て
い
た
施
設
を
売

却
す
る
と
決
定
し
、
場
当
た
り
的
な
対
応

に
見
え
、
計
画
に
沿
っ
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
応
を
繰
り

返
し
て
い
る
と
計
画
が
あ
っ
て
も
き
ち
ん

と
遂
行
さ
れ
る
の
か
、
信
用
が
出
来
な
い
。

学
校
跡
地
を
含
め
た
施
設
整
備
計
画
・
方

針
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
す
る
。

３
．
女
性
特
有
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て

Q　

平
成
26
年
度
予
算
の
新
規
事
業
に
20

歳
か
ら
40
歳
の
女
性
で
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
未
受
診
者
に
対
し
、
受
診
勧
奨
を
行
う

事
業
が
組
み
込
ま
れ
た
。
子
宮
頸
が
ん
は

細
胞
の
異
形
成
や
前
が
ん
病
変
ま
で
に
発

見
で
き
れ
ば
、
子
宮
の
一
部
を
切
除
す
る

こ
と
で
治
り
子
宮
を
温
存
が
出
来
、
ま
た

そ
の
後
の
妊
娠
・
出
産
も
可
能
。
だ
が
検

診
で
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
は
が
き
で

の
勧
奨
と
の
事
だ
が
、
よ
り
目
を
引
く
工

夫
を
凝
ら
し
た
は
が
き
を
送
付
す
べ
き
と

考
え
る
が
、区
の
見
解
と
そ
の
検
討
状
況
は
。

A　

若
い
女
性
の
視
点
か
ら
の
勧
奨
が
重

要
で
あ
り
、
帝
京
平
成
大
学
の
学
生
に
は

が
き
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
協
力
を
依
頼

す
る
予
定
。

Q　

未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨
の
予
算
措

置
が
さ
れ
た
事
は
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
言

え
る
。
命
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
生

ま
れ
て
く
る
こ
と
が
出
来
る
命
を
育
て
る

事
が
で
き
る
子
宮
を
守
る
施
策
だ
と
考
え

る
。
こ
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
今
後

と
も
推
進
し
て
ほ
し
い
と
要
望
す
る
。

４
．
国
際
交
流
に
つ
い
て
、

Q　

す
べ
て
の
区
の
事
業
の
実
施
す
る
意

義
は
、
そ
の
事
業
が
き
ち
ん
と
区
民
に
還

元
さ
れ
る
こ
と
だ
。
国
際
交
流
を
実
施
す

る
意
義
の
１
つ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育

て
る
教
育
に
役
立
て
る
と
い
う
観
点
。
高

等
教
育
で
の
推
進
も
大
切
だ
が
、
そ
の
基

盤
を
作
る
の
は
小
さ
い
頃
の
環
境
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育
て
る
上
で
大
切
な

事
は
言
語
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
に
つ
い

て
客
観
的
な
目
を
持
つ
こ
と
に
加
え
、
自

分
と
は
違
う
物
の
見
方
や
考
え
方
を
す
る

人
が
い
る
と
い
う
多
様
性
を
理
解
し
、
ま

た
そ
れ
を
尊
重
で
き
る
と
い
う
事
も
大
切
。

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
が
東
京
都
内
の
図
書

館
で
3
0
0
冊
以
上
が
破
ら
れ
る
と
い
う

事
件
が
起
き
た
。
こ
れ
は
国
際
社
会
に
お

け
る
日
本
の
恥
で
あ
る
し
、
一
層
人
種
差

別
を
許
さ
な
い
姿
勢
や
、
表
現
の
自
由
、

多
様
性
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
教
育
。
中
野
区
は
友
好

都
市
・
姉
妹
都
市
の
自
治
体
交
流
に
、
子

ど
も
た
ち
の
交
流
と
い
う
観
点
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

A　

北
京
市
西
城
区
と
の
交
流
で
は
、
中

野
区
国
際
交
流
協
会
が
少
年
野
球
を
通
じ

て
両
都
市
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
民
間
交

流
を
既
に
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
ソ
ウ
ル

市
特
別
区
ヤ
ン
チ
ョ
ン
区
と
の
交
流
に
つ

き
ま
し
て
は
、
2
0
1
0
年
に
姉
妹
都
市

の
締
結
を
し
行
政
交
流
を
積
み
重
ね
、
現

在
民
間
交
流
を
ど
の
よ
う
な
形
で
行
っ
て

い
く
か
協
議
し
模
索
を
し
て
い
る
。
友
好

都
市
交
流
は
、
市
民
・
区
民
の
間
で
の
交

流
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
中
に
は

子
ど
も
た
ち
の
交
流
も
入
っ
て
い
る
。

５
．
そ
の
他
で
、
民
間
コ
ン
サ
ル
会
社
を

活
用
し
た
ガ
ス
料
金
の
削
減
に
つ
い
て
質

問
い
た
し
ま
し
た
。
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1981年 9月2日生まれ　東京都中野区出身／東京文化小学校、東京文化中学校卒業／米国アニーライトスクール高
等部卒業／米国クレアモント・ピッツァーカレッジ卒業／在学中、北京大学医学部へ短期留学／約4年間、民間企業
に勤務／民主党衆議院議員手塚よしお秘書、参議院議員蓮舫秘書として経験を積み、2011年4月中野区議会議員
選挙で1530票をいただき初当選／役職：厚生委員会・地域支えあい推進特別委員会副委員長

中村延子
なかむら のぶ こ

略歴

趣味 ●音楽、料理、旅行、フラワーアレンジメント●おとめ座／B型／酉年

田中区長、ご自身のご都合で「多選自粛規定」を削除
　2月17日の中野区議会第一回定例会初日、田中区長は施政方針説明の中で4選目の出馬を表明されました。
中野区には「中野区自治基本条例」があり、その中で「区長の在任期間は3期を超えないように努める」
という規定がありました。そのため、本会議一般質問や予算特別委員会総括質疑では、多くの批判が相次ぎ
ました。
　その後、突如 3月12日の本会議にこの「多選自粛規定」を削除する、「中野区自治基本条例の一部を改正
する条例」が区長により提案されました。総務委員会の審議を経て、最終日3月25日本会議で、自民党や
公明党等などの賛成多数で可決されました。
　そもそも、田中区長は2期8年を公約として出馬・当選したにもかかわらず、「自治基本条例」を制定した
事を理由に 3 期目に出馬しました。さらに、今回 4 期目に出たくなってしまったからこの規定を削除すると
いう暴挙に出ました。自治基本条例は、審議会を設け、区民説明会も開き、1年をかけて策定されたものです。
ご自身のご都合で自治の基本を定める自治基本条例をたった 3 日間区議会の審議のみで変更をしていまう、
というのは独善的な行為としか言いようがありません。それをストップ出来ない区議会も機能を果たしてい
ないという事をあらわにしたと感じます。

朝日新聞　2014 年 3月13日朝刊より

賛成：

反対：

議長を除く自民党（若林しげお、高橋かずちか、内川和久、ひぐち和正、いでい良輔、佐野れいじ、

北原ともあき、吉原宏、大内しんご、伊藤正信、高橋ちあき、市川みのる、篠国昭各議員）、公明党

（木村広一、甲田ゆり子、小林ぜんいち、白井ひでふみ、平山英明、南かつひこ、小林秀明、久保りか、

やながわ妙子各議員）、石坂わたる議員。

共産党（浦野さとみ、金子洋、長沢和彦、かせ次郎、来住和行、岩永しほ子各議員）、民主党（中村延子、

森たかゆき、酒井たくや、佐伯利昭各議員）、いながきじゅん子議員、林まさみ議員、小宮山たかし議員、

奥田けんじ議員、近藤さえ子議員、むとう有子議員

みんなの党（後藤英之、石川直之各議員）は退席しました。


